
2020年度
通年講座・教室一覧
展示会スケジュール

子ども科学・ものづくり教室

各講座・教室の受講の際には博物館入場料が必要です。
通年で受講される方は年間入場券をお勧めいたします。

考古学専門講座
遺跡立地の理由を探る室内講座と現地巡りです
月末の木曜日を中心に実施 ※初回は水曜（年間１１回）
初回５月２７日（水）１３：３０～ 講堂
申込締切日 ２０２０年５月１２日(火)（必着）

民俗学講座
年中行事など熊本の民俗に関する室内講座です
６月～翌年２月の第２火曜日を中心に実施（年間９回）
初回６月９日（火）１０：３０～ 講堂
申込締切日 ２０２０年５月１２日(火)（必着）

動物学講座
身近な生きものに関する室内講座と観察会です
奇数月の第３土曜日午前を中心に実施（年間６回）
初回５月１６日（土）１０：００～ 講堂
申込締切日 ２０２０年５月８日(金)（必着）

植物学講座
身近な植物に関する室内講座と観察会です
偶数月の第３土曜日午前を中心に実施（年間５回）
初回４月１８日（土）１０：００～ 講堂
申込締切日 ２０２０年４月９日(木)（必着）

地質学講座
化石や岩石、熊本の大地に関する室内講座です
偶数月の第３日曜日午後を中心に実施（年間６回）
初回４月１９日（日）１４：００～ 実験・工作室
申込締切日 ２０２０年４月９日(木)（必着）

2020年度 開講
通年講座展示関連講座

ミュージアムトーク ※申込不要

学芸員による展示解説です。実施についての詳細な日時は開
催月に当館HP等にてお知らせいたします。

毎回テーマによって申込方法が異なりますので、
詳しくは直近の市政だよりや当館HPにてご確認ください。

通年講座の申込方法
・往復はがきの場合
往復はがきに講座名、住所、氏名、年齢、電話番号を書
いて熊本博物館まで郵送（〒860-0007 中央区古京町3-2）

・ホームページの場合
博物館ホームページ（https://kumamoto-city-museum.jp/）
の申込フォームに必要事項を入力
場所：トップ画面＞講座・教室＞お申し込み

定員を超えた場合、抽選にて決定いたします。
締切日以降の申し込みについては直接博物館
（096-324-3500）にお尋ねください。
※講座の内容や定員の空き状況次第では受け入れ
可能な場合があります。

⇦通年講座の申込方法は紙面中央をお読みください。
２回目以降の開催日時等の詳細は講座中や電話にてお知らせ
いたします。
各講座参加無料ですが、受講の際には博物館入場料が必要です。
通年で受講される方は年間入場券をお勧めいたします。

小中学生を中心に『不思議の種まき』をします。
実験や科学工作などの直接体験を通して、その楽
しさを伝えながら身の回りの様々な事象に対する
興味・関心を高めていきたいと願っています。
ぜひ、ご参加ください！！

企画展「ひとのすがた・いのりのかたち
―肖像彫刻の世界― 」関連イベント

・2020年12月19日（土）13時半～14時半
講演会「仏像の文化財修理について」
講師：公益財団法人 美術院国宝修理所 所長 隂山修氏
会場：熊本博物館プラネタリウム
定員：80名
（事前申し込み不要、当日9：00より受付にて整理券配布）
参加費：無料（博物館入場料が必要です）

サタデーナイトミュージアム（夜間開館）

11月21日(土)・ 11月28日(土)・ 12月5日(土)

※午後５時～午後９時 ※入場は８時半まで
秋のくまもとお城まつり会期中の土曜日に、開館時間を
4時間延長してサタデーナイトミュージアムを開催します！



2020年度後期 展示会スケジュール

2020年度 11月 12月 1月 2月 3月

特別展示室１

特別展示室２

特別展示室３

⑦企画展
震災をふりかえる

3月20日(土)～5月9日(日)

⑤熊本市遺跡発掘速報展
12月12日(土)～2月7日(日)

④企画展
重要文化財
《木造東陵永璵禅師倚像》修理記念

「ひとのすがた、いのりのかたち
―肖像彫刻の世界―」

12月5日(土)～1月24日(日)

お問い合わせ：熊本博物館（電話番号：096-324-3500 住所：〒860-0007 熊本市中央区古京町3-2 ）

都合によりタイトルや会期など
一部変更する場合があります。

⑥企画展
博物館でひな祭り

2月6日(土)～3月7日(日)

⑤熊本市遺跡発掘速報展

⑥

博物館で
ひな祭り

2021年の春には熊本地震発生から5年、
東日本大震災から10年目の大きな節目を
迎えます。本展では、“あの時”起きたこ
と、熊本地震発生直後からの当館の取り
組み、地震の痕跡が残る資料や、地層に
残された地震の履歴を
ご紹介し、各地で続く
災害について改めて考
えるきっかけにしたい
と思います。

《木造東陵永璵禅師倚像》（雲巌禅寺蔵）は
元の出身で、日本に渡来した僧侶・東陵永璵
（1285?-1365）の姿を表した像と伝わってい
ます。本像の修理完了を記念
して開催する本展では主に熊
本県内に残る肖像彫刻をとお
して、実在した（あるいは実
在したとされる）人物の姿か
たちを表すことに込められた
人々の祈りのかたちを考えて
みます。

熊本市内の最新の発掘
成果を展示します。
土器や石器が盛りだく
さん！
特別講演会もあります。

熊本博物館が集めてきたひな人形や舞踊
人形を展示します。天草土人形やオキア
ゲ人形などの、熊本
ゆかりのものも飾り
ます。博物館でひな
祭り気分をぜひ味
わってください。

④
ひとのすがた、いのりのかたち

―肖像彫刻の世界―

⑦
震災
をふ
りか
える

木造東陵永璵禅師倚像


